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１E０１ 

触媒作用によるブレイクスルー型イノベーションの創出 

 

 
○城村麻理子、鈴木浩（日本経済大学大学院） 

 

 

 
１．はじめに 

ビジネスや技術研究において、社会的な意義のある新しい価値を創造し、また、新しい変革をもたらすために

イノベーションは不可欠である。その中でも、ある課題の表面的な事象にとらわれるのではなく、本質的な課題を

打ち破るような革新的な解決策をもたらすブレイクスルー型イノベーションが必要である。 

しかしながら、我が国において、このようなイノベーションが起こりづらく、その阻害要因になっているのは固定

された次元の中で技術的な革新を考えていたからである。研究成果を固定的な次元で適用することを考えてい

たため、継続的なブレイクスルーを生み出すことができずにきた。 

そこで、触媒作用が次元を変える効果と捉え、触媒作用によるイノベーションの創出への可能性を考えた。例

えば、スマートグリッド、クラウド等は従来とは異なる次元で新たなビジネスモデルが生まれている。触媒作用によ

って新しい次元を生み出すようなイノベーション創出の方法論について論じる。 

 

２．先行研究 

イノベーションと触媒作用について述べている２つの先行研究を取り上げる。 

 

２．１ 自己組織化における触媒作用 

Clippinger の研究は自己組織化における自己触媒に関する研究である（Clippinger、［1991］）。自

己組織化とは、一見複雑で無秩序な系において自律的に形成される秩序立ったパターンのことで、い

ずれも外部からの意図的な制御なしに、基本的な物理法則に則って時間的・空間的秩序が形成され維

持される。彼の定義によれば、自己組織化の実現の条件は、分解と合成の並存、自己触媒、多数の小

組織、非線形である。組織の複雑さがその環境と相互作用することの変更に耐えられる時に、現れる

組織（触媒ネットワーク）は変化の連続であり自然発生的なものである。 

 
２．２ 根本的エンジニアリングにおける触媒作用 

鈴木ら（鈴木他、［2012］）が提唱する、根本的エン

ジニアリングではイノベーションを創出するプロセ

スを Mining、Exploring、Converging、Implementing
の 4 つの連続するプロセスと考え、これらのプロセス

全 体 を MECI と 呼 ぶ 。 イ ノ ベ ー シ ョ ン が

Implementing で完結するのではなく、新たなイノベ

ーションを創出するために次の Mining プロセスにつ

ながると考える。 
小松はイノベーション創出のために必要な MECI

サイクルを回す場を三つ挙げている（小松、［2013］）。
場には、①場所、制度、ルールを与える「触媒作用の

場」、例えば専用会議室、自由な発想を支援する職場

風土、企業が立脚する地域環境、法規制、産官学の多

様な連携等、②メンバーが物理的に近く集まり、日常的に情報的相互作用が密に行われ一体感が醸成

される「組織の場」、例えばプロジェクトチーム、ベンチャー企業、大企業における事業部等、③物

理的に離れて存在するメンバーが情報交換を行う「ネットワークの場」、例えば学会、ブログ等、と

いう三つの態様が存在するという。 

これらは触媒作用がイノベーションにとって必要であると述べているが、触媒作用そのものについ

図 1 根本的エンジニアリングの概念 

 
 

これまでのRISTEXでは、採択したプロジェクトに

対して、到達段階として、今回の類型化でいうとこ

ろのe：社会実験のフェーズ、概念・モデル・技術

などのプロトタイプの提示を目標にするよう求め

てきた。これは、各プロジェクトが問題解決に貢献

する新たなシステム・提言を示せたとしても、社会

実装までに例えば法改正が必要となるといった事

情があり、3年から5年間という限られた研究開発

期間で、社会の中で成果を浸透させるまでに至るこ

とは実質的に難しい、という判断によるものであっ

た［4］。したがって、実装支援プロジェクトを別途

設け、それらのプロトタイプを後継の研究開発フェ

ーズで実社会に実装することを推奨してきた。 

しかしながら、今回行なった至近の2領域の類型

化によれば、研究開発終了時に社会実装のフェーズ

に達しているプロジェクトが全体の約 4 割に及び、

さらに実験をした地域以外でも広がりをみせてい

るプロジェクトが全体の約1割を占めていることが

判明した。このことは、RISTEXで試行錯誤を重ねな

がらも社会実装を推し進めた結果、社会実装におい

て当初の想定以上の実績をあげていると言えるの

ではないだろうか。 

そもそも「社会実装」という言葉は、RISTEXの「社

会技術」の概念の議論から生まれた言葉であると言

われている。しかし今や、内閣府の戦略的イノベー

ション創造プログラム（SIP）の成果目標として「社

会実装」が明文化されるようになっており、この概

念は他の事業にも波及している。「社会実装」は浸

透しつつあると考えられるだろう。 

 

社会実装と生産物の開発手法との関係 

 今回分析した2領域共通の傾向として、生産物の

方法論と研究開発段階の進捗に際立った相関はみ

られない。したがって、研究開発が進捗するかどう

かは、各プロジェクトの能力や体制、あるいは支援

側のマネジメントやフォロー体制など、別の要因に

拠っていると推測される。また、方法論を見ていく

と、新しい方法論で構成された生産物が全体の3割

を占め、社会実装の段階にまで進んだプロジェクト

もあった。つまり、問題解決に有効であり、社会に

受け入れられるシステム構築に対し、新規性は必須

でないが、一方で新規性が高いからといって社会に

実装されにくいというわけではないといえる。 

社会実装と生産物の汎用性の関係 

 研究成果が実験をした地域以外でも広がりをみ

せる「波及」というフェーズに至ったプロジェクト

の生産物は、すべて汎用的になりうるシステムを構

築していた。「子どもの安全」領域では、子どもに

対しての司法面接法導入を検討したプロジェクト

は、その手法をプログラムパッケージへと昇華させ

ていた。「環境共生」領域では、自伐林業を普及さ

せるために展開モデルを開発したプロジェクトや、

現場で持続可能な社会のロードマップを構築し、そ

の作成手法をマニュアル化したプロジェクトがあ

った。 

 しかしながら、汎用化については研究対象によっ

ては困難な場合がありうる。今回は相対的に「環境

共生」領域の生産物は汎用化されていない傾向が見

られたが、地域の特色を生かすことに重きを置くプ

ロジェクトもあり、汎用性に関しては他の領域との

比較も含めてさらに議論を深める必要がある。 

 

5.  まとめ 

 本稿では RISTEX が実施した「子どもの安全」と

「環境共生」領域の２つの研究開発プロジェクトを

対象とし、研究開発段階と生産物の類型化を試みた。

その結果、支援者側が想定した以上に「社会実装」

の意識は進展しており、プロジェクト終了時に約4

割ものプロジェクトが「社会実装」のフェーズに到

達していたことが明らかになった。ここから研究開

発プロジェクトに対し、どこまでを成果として求め

うるか、問い直せる可能性が導き出されたと言えよ

う。 

 

参考文献 
［1］財団法人政策科学研究所,2005,科学技術振興

調整費報告書 研究開発のアウトカム・インパクト

評価体系. 

［2］「犯罪からの子どもの安全」 

（http://www.anzen-kodomo.jp/） 

［3］「地域に根ざした脱温暖化・環境共生社会」 

（http://www.ristex.jp/env/） 

［4］福島杏子,2010,科学技術と社会をつなぐ研究

の支援的マネジメントの実践,科学技術コミュニケ

ーション第8号2010. 
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  これに対し我が国で進められているスマートメータの仕様をまとめると以下の通りとなる。 

・ データ収集は 30 分値で 45 日分の計量値を記憶できる。 

・ 時間帯別料金計算は、メータ側でなく、電力会社の料金システムであるメータデータマネジメ

ントシステム側で実施する。 

・ 遠隔開閉を行える。 

・ 家庭内モニタへのデータ通信は直近の 30 分値のみ行える。 

・ 遠隔からのソフトウエアプログラム変更は通信 FW のみできる。 

・ ガスとの共同検針機能を有する。 

 

 これを図 5 及び図 6 と比較すると、我が国のスマー

トメータの適用は、アナログメータをデジタルに置き

換え、これに通信機能と遠隔遮断スイッチを付加した

ものに限定されていることがわかる。すなわち、図 7
に示す、デジタルメータ機能と通信、遠隔スイッチ機

能の足し算の平面上で働いていることになる。 

 一方、欧米における適用では、これらの機能を有効

に働かせ、AMI と呼ばれる新たなイノベーションにつ

ながっている。これを図で示すと、デジタルメータ機

能と、通信、遠隔スイッチ機能とを結合し、新しい AMI
という軸を作り出していることになる。この次元を変

える触媒作用を、スマートグリッドと呼ぶことができ

よう。 

 

その他の例として、図 8 に示す。 

扇風機を例にとると、均一の風というニーズに対して、従来の羽根の技術の構造を工夫することに

よって自然の風を再現した扇風機が生み出された。風が直線的な通常の扇風機に対して、羽根本体は

1 枚だが、内側と外側の二種類の羽根の組み合わせにより人工的な風から自然の風を実現した。一方、

吸い込んだ空気のその 10 数倍の風を送風する仕組みにより羽根のない扇風機が生み出された。これ

は従来の羽根の技術からの発展ではなく、新しい羽根のない扇風機という軸を作り出している。ここ

では、企業における触媒作用が働いていると考えられる。 

スマートフォンの場合は、従来の携帯電話の技術を駆使して利便性の向上や機能向上を実現しよう

としても高機能なガラ携にしか発展しないところであるが、触媒作用によって全く新しいインフェー

スを創造するデザイン志向からスマートフォンという新しい軸を作り出している。 

 また、高速演算と大容量データを使った高度な演算処理やシミュレーションに利用されるスーパー

コンピュータに対して、類似の要素技術を組み合わせてグリッド・コンピューティングやクラウドコ

ンピューティングという新しい軸を作り出している（ITmedia エンタープライズ）。 

 

図 4 スマートメータの構造 

・ データ収集 (定時またはオンデマンド)

・ ダイナミックプライシング       

・ 各種アラーム 

・ 遠隔サービスブレーカー開閉 

・ 屋内配線接続状況確認、負荷制御、電力

料金通知 

・ 遠隔からのメータ本体、ネットワーク、

通信モジュールのソフトウエアプログ

ラム変更 

・ ガス・水道メータの自動検針支援 

図 5 スマートメータの機能 

・ 負荷予測 

・ 負荷管理  

・ 負荷制限 

・ プリペイドメータリング 

・ 停電復旧管理 

・ 不正使用検知 (不正操作) 

・ 信頼度解析 

・ 障害管理 

・ 電圧制御 

・ 変圧器負荷管理 

・ 性能指標 

図 6 AMI の機能 

図 7 スマートグリッドにおける触媒作用 

B：通信、遠隔開閉

C：AMI

A：デジタルメータ

スマート
グリッド

⇒自動検針

ては深堀りしていない。 

 

３． 触媒作用の再定義 

３．１ 従来の定義 

 従来の触媒作用は化学の分野で提案されていた。例えば、固体、気体、液体のいずれの形態でもよ

く、作用中に自身は変化し続けるが、消費・再生を繰り返し、反応の前後で正味の増減はない。触媒

によって作り出される新しい経路を通って進む反応の活性化エネルギーは小さく反応速度が大きい。 
水素と酸素に熱を加えても何も反応が起こらないが、水素と酸素に触媒として銅（Cu）を入れて加

熱すると水が生成される。銅（Cu）は酸素と反応し消費され、生成した CuO は水素と反応して銅（Cu）
を再生する。また、光触媒の場合、光を吸収して化学反応をおこす固体材料のことで、光のエネルギ

ーによって光触媒の中に生じる励起電子と正孔が活性種として働き，光触媒の表面にある様々な化学

物質に対して酸化還元反応を起こす（触媒学会）。 
 

３．２ 触媒作用の再定義 

前項で述べたとおり、水素と酵素だけでは何も起こらないが、銅を触

媒として水という分子が生成され、新しい軸に変換する作用を触媒作用

と定義した。 

これらを図 2 のとおり図式化する。水素と酸素が共存している平面上

では単なる混合ガスであるが、これに触媒として銅を加えることにより

第３の軸としての水が生じる。このように、我々は触媒によって次元を

変えると捉えた。 

 

３．３ イノベーションモデルへの適用 

イノベーションとは新結合と定義されるが、ここでは新しい次元を作ることで結合を定義すること

とする。すなわち、図 3 に示すように、得られた研究成果とニーズを従来の次元の上で展開するので

はなく、新しい次元に展開することでイノベーションが生じると考える。あるいは、技術と経営を単

に足し合わせるわけではなく、掛け合わせる結合によりイノベーションが生じると考えることができ

る。二つの要素を足し合わせることでインクリメンタルなイノベーションは実践出来るかもしれない

が、ブレイクスルー型のイノベーションには結びつかない。 

ここで、前項で取り上げた触媒作用を拡張すると、触媒作用は次元を変える効果があると捉えるこ

とができる。つまり、触媒作用が起きると、その上でイノベーションが継続して起きてくると考えた。 

 
図 3 触媒作用のモデル 

 

４．事例研究 

 ここでスマートグリッドを具体的事例として取り上げよう。スマートグリッドの中核をなすスマー

トメータでどのようなイノベーションが期待でき、それがどのように実現されているかを見てみる。 

 スマートメータとは、電力量計の一種で、計測が従来のアナログからデジタル化されており、通信

機能を持つものと定義されている。通常はこれに遠隔操作スイッチを入れこんだものを指す（図 4）。 
 米国におけるスマートメータの機能は図 5 のようにまとめられる。これに、電力会社の持つバック

オフィス機能と組み合わせることで図 6に示す AMI（Advanced Metering Infrastructure）機能が実

現できるものとされている。 

B：技術

C：イノベーション

A：経営

X

B：ニーズ

C：イノベーション

A：研究成果

X

⇒論文 ⇒技術経営

図 2 触媒作用の再定義 

B：酸素

C：水

A：水素

銅

⇒混合ガス



― 115―

 

 

 
  これに対し我が国で進められているスマートメータの仕様をまとめると以下の通りとなる。 

・ データ収集は 30 分値で 45 日分の計量値を記憶できる。 

・ 時間帯別料金計算は、メータ側でなく、電力会社の料金システムであるメータデータマネジメ

ントシステム側で実施する。 

・ 遠隔開閉を行える。 

・ 家庭内モニタへのデータ通信は直近の 30 分値のみ行える。 

・ 遠隔からのソフトウエアプログラム変更は通信 FW のみできる。 

・ ガスとの共同検針機能を有する。 

 

 これを図 5 及び図 6 と比較すると、我が国のスマー

トメータの適用は、アナログメータをデジタルに置き

換え、これに通信機能と遠隔遮断スイッチを付加した

ものに限定されていることがわかる。すなわち、図 7
に示す、デジタルメータ機能と通信、遠隔スイッチ機

能の足し算の平面上で働いていることになる。 

 一方、欧米における適用では、これらの機能を有効

に働かせ、AMI と呼ばれる新たなイノベーションにつ

ながっている。これを図で示すと、デジタルメータ機

能と、通信、遠隔スイッチ機能とを結合し、新しい AMI
という軸を作り出していることになる。この次元を変

える触媒作用を、スマートグリッドと呼ぶことができ

よう。 

 

その他の例として、図 8 に示す。 

扇風機を例にとると、均一の風というニーズに対して、従来の羽根の技術の構造を工夫することに

よって自然の風を再現した扇風機が生み出された。風が直線的な通常の扇風機に対して、羽根本体は

1 枚だが、内側と外側の二種類の羽根の組み合わせにより人工的な風から自然の風を実現した。一方、

吸い込んだ空気のその 10 数倍の風を送風する仕組みにより羽根のない扇風機が生み出された。これ

は従来の羽根の技術からの発展ではなく、新しい羽根のない扇風機という軸を作り出している。ここ

では、企業における触媒作用が働いていると考えられる。 

スマートフォンの場合は、従来の携帯電話の技術を駆使して利便性の向上や機能向上を実現しよう

としても高機能なガラ携にしか発展しないところであるが、触媒作用によって全く新しいインフェー

スを創造するデザイン志向からスマートフォンという新しい軸を作り出している。 

 また、高速演算と大容量データを使った高度な演算処理やシミュレーションに利用されるスーパー

コンピュータに対して、類似の要素技術を組み合わせてグリッド・コンピューティングやクラウドコ

ンピューティングという新しい軸を作り出している（ITmedia エンタープライズ）。 

 

図 4 スマートメータの構造 

・ データ収集 (定時またはオンデマンド)

・ ダイナミックプライシング       

・ 各種アラーム 

・ 遠隔サービスブレーカー開閉 

・ 屋内配線接続状況確認、負荷制御、電力

料金通知 

・ 遠隔からのメータ本体、ネットワーク、

通信モジュールのソフトウエアプログ

ラム変更 

・ ガス・水道メータの自動検針支援 

図 5 スマートメータの機能 

・ 負荷予測 

・ 負荷管理  

・ 負荷制限 

・ プリペイドメータリング 

・ 停電復旧管理 

・ 不正使用検知 (不正操作) 

・ 信頼度解析 

・ 障害管理 

・ 電圧制御 

・ 変圧器負荷管理 

・ 性能指標 

図 6 AMI の機能 

図 7 スマートグリッドにおける触媒作用 

B：通信、遠隔開閉

C：AMI

A：デジタルメータ

スマート
グリッド

⇒自動検針

ては深堀りしていない。 

 

３． 触媒作用の再定義 

３．１ 従来の定義 

 従来の触媒作用は化学の分野で提案されていた。例えば、固体、気体、液体のいずれの形態でもよ

く、作用中に自身は変化し続けるが、消費・再生を繰り返し、反応の前後で正味の増減はない。触媒

によって作り出される新しい経路を通って進む反応の活性化エネルギーは小さく反応速度が大きい。 
水素と酸素に熱を加えても何も反応が起こらないが、水素と酸素に触媒として銅（Cu）を入れて加

熱すると水が生成される。銅（Cu）は酸素と反応し消費され、生成した CuO は水素と反応して銅（Cu）
を再生する。また、光触媒の場合、光を吸収して化学反応をおこす固体材料のことで、光のエネルギ

ーによって光触媒の中に生じる励起電子と正孔が活性種として働き，光触媒の表面にある様々な化学

物質に対して酸化還元反応を起こす（触媒学会）。 
 

３．２ 触媒作用の再定義 

前項で述べたとおり、水素と酵素だけでは何も起こらないが、銅を触

媒として水という分子が生成され、新しい軸に変換する作用を触媒作用

と定義した。 

これらを図 2 のとおり図式化する。水素と酸素が共存している平面上

では単なる混合ガスであるが、これに触媒として銅を加えることにより

第３の軸としての水が生じる。このように、我々は触媒によって次元を

変えると捉えた。 

 

３．３ イノベーションモデルへの適用 

イノベーションとは新結合と定義されるが、ここでは新しい次元を作ることで結合を定義すること

とする。すなわち、図 3 に示すように、得られた研究成果とニーズを従来の次元の上で展開するので

はなく、新しい次元に展開することでイノベーションが生じると考える。あるいは、技術と経営を単

に足し合わせるわけではなく、掛け合わせる結合によりイノベーションが生じると考えることができ

る。二つの要素を足し合わせることでインクリメンタルなイノベーションは実践出来るかもしれない

が、ブレイクスルー型のイノベーションには結びつかない。 

ここで、前項で取り上げた触媒作用を拡張すると、触媒作用は次元を変える効果があると捉えるこ

とができる。つまり、触媒作用が起きると、その上でイノベーションが継続して起きてくると考えた。 

 
図 3 触媒作用のモデル 

 

４．事例研究 

 ここでスマートグリッドを具体的事例として取り上げよう。スマートグリッドの中核をなすスマー

トメータでどのようなイノベーションが期待でき、それがどのように実現されているかを見てみる。 

 スマートメータとは、電力量計の一種で、計測が従来のアナログからデジタル化されており、通信

機能を持つものと定義されている。通常はこれに遠隔操作スイッチを入れこんだものを指す（図 4）。 
 米国におけるスマートメータの機能は図 5 のようにまとめられる。これに、電力会社の持つバック

オフィス機能と組み合わせることで図 6に示す AMI（Advanced Metering Infrastructure）機能が実

現できるものとされている。 

B：技術

C：イノベーション

A：経営

X

B：ニーズ

C：イノベーション

A：研究成果

X

⇒論文 ⇒技術経営

図 2 触媒作用の再定義 
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銅
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自由形式申請書や他薦枠を用いた異能 vation 事例を参考に─評価対象

者と評価者間における Transformative	
 Research を見越した理解共有と

イノベ-ション資源としての失敗に関する線引きのための評価システム

の可能性と課題─	
 

	
 

	
 

	
 
○鈴木	
 羽留香（立命館大学）	
 

	
 

	
 

	
 
1.申請者の特性に沿った申請書へと改善し続ける必要性とそのための線引き問題意識の共有	
 

	
 本稿では、非連続イノベーションを見越した評価の在り方に関して、総務省(a2014)による「戦略的情報通

信研究開発推進事業（SCOPE）平成 26 年度独創的な人向け特別枠「異能 vation」プログラム ICT 研究開発課

題に挑戦する個人の公募」(以下、異能 vation)を事例に考察する。異能 vation 事業をみるとわかるように、

評価実施主体である総務省が求める研究者像としての「変な人」（総務省 a,2014）の特質を分析し、その「独

創的な人」（総務省 a,2014）の視点によりそった評価システムづくりが試みられ始めている。すなわち、「変

な人」（総務省 a,2014）の特殊な発信手段の多様性の中から、Transformative	
 Research へとつながりうる潜

在性を秘めた「才能」を探し出すための試策が 2014 年度から開始されている。	
 

	
 上記の施策事例から、評価システムは評価対象の特質に合わせて設計し続ける必要がある可能性、そして

「革新的な技術やアイデアを持っていながら、社会性が欠けているため研究機関に所属できなかったり、研

究費の申請書類をそろえられずにくすぶっている「異能」の人」(岡田,2014)という「変な人」（総務省 a,2014）

の定義が広義には Gifted・Talented（以下、GT）概念を含み得るとの仮説のもと、異能 vation の自由形式

申請書と他薦枠を研究対象とし、それらと Gifted・Talented 等に関する教育現場でのコミュニケーション手

法との類似性をあきらかにする。仮説が支持された場合、海外を含む特殊教育現場からのスピンオフとして

の科学技術政策における申請書類作成時への応用である可能性がある。Gifted・Talented 等に関する教育現

場における知見や手法を活かし、発信方法が特殊であるがためだけに埋もれてきた「独創的な人」（総務省

a,2014）の持つ Transformative	
 Research の芽や潜在シーズを探し出すための申請書類作成を、異能 vation

事業の後継のような政策が今後実施された場合に、さらに確実に抽出することが出来ると考えられる。	
 

	
 以上の仮説によって、「変な人」（総務省 a,2014）の多様な発信を的確に受け止めるフレームが、教育現場

との連携によって将来的に確立された場合、争点と成り得るのは手法ではなくなり、その最終出口や共通理

念を申請者に共有することであると考えられる。つまり、公募要領に記載されている評価点から事業の趣旨

を申請者と評価者が共有しなければ、実施主体の望む通りの潜在シーズを得ることが困難であると考えられ

る。異能 vation や内閣府 ImPACT 等の長期を見越したハイリスク研究において求められているハイインパク

ト（内閣府,2014）や「失敗を恐れず探求する、大いなる可能性がある ICT 技術課題への挑戦者」（総務省 a,2014）

というコンセプトが申請者に十分に伝わっていなければ、従来通りの無難な短期的成果が確実に得られる範

囲に留まった研究計画のみが集まることになってしまう可能性がある。学術振興会による「科研費や科学技

術振興機構による戦略的創造研究推進事業(特に	
 ERATO)、総務省による未踏プロジェクト等」（鈴木 b,2014）

の従来の科学技術政策におけるハイリスク研究よりもさらに長期を見越した「前例のないパラダイム・シフ

トを引き起こす程の破壊的・非連続イノベーション実現のため、従来とは異なった「失敗」1を奨励する評価

を、プロジェクト選考以前の募集段階からあらかじめ明示しているところに共通の特徴がある」（鈴木a,2014）

異能 vation や ImPACT のような、ハイリスク研究のなかでもさらに Transformative	
 Research としての側面

の強い2研究プロジェクトを今後も実施する場合は、異能 vation の 4 評価点や Transformative	
 Research 概

                                                   
1畑村（2002）は「単に失敗してしまったという結果を責めるだけではなく、次の事故防止、新たな進歩への大事な教材と捉え、生かして

いくべき」と主張している。	
 

	
  2	
 鈴木（2014b）は「日本における	
 Transformative	
 Research	
 概念とその定義、それらが該当し得ると考えられる類似の概念として いか
に両省の施策内で記述されているかを、以下に示すように既に実施した ImPACT と異能の公募資料における評価全般に関する比較

 
図 8 触媒作用の事例 

 

５．将来のイノベーションに向けて 

触媒作用について述べてきたが、多様化するニーズの取り込みや従

来の技術の高度化だけではイノベーションは起こりにくく、インベー

ションを起こすには触媒作用が必要であることがわかる。 

将来のイノベーションが期待される分野に M2M（Machine to 
Machine）通信が挙げられているが、これを単に技術の起用に終わら

せていてはイノベーションに結びつかない。クラウドやデータマイニ

ング等を組み合わせることによる触媒作用によって、新しい次元とし

ての IoT（Internet of Things）としての軸を作り出すことでイノベ

ーションになることが期待される（図 9）。IoT により収集可能なデ

ータの種類や量を増やせることによりビッグデータの活用が促進さ

れる。 

 

６．おわりに 

触媒作用がなくてもインクリ

メンタルイノベーションは起き

るが、ブレイクスルーイノベー

ションを起こすには触媒作用が

存在していることが必要である

（図 10）。これまでとは異なる

次元に変える触媒作用を生み出

す形態には、ネットワークや企

業の場、人、モノ、ビジネスモ

デル等がある。 

今後は、触媒作用を起こす要

因、及び要素の分類分けとその

活性化について研究する。 
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図 10 イノベーションと触媒作用の関係 
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